
はじめに

日本における腎臓学の歩みは日本腎臓学会(

以下 )の設立と発展を時間軸と

して 年(昭和 年)に が設立されるまで

年から 年(平成 年)に が第 回国際腎臓学会

議を主催するまで 年から 年(平成 年)に

が第 回学術総会という節目を迎えるまでの三つの

時期に分けて振り返ることができる。

戦前から 年の 設立まで(第 期)

戦前の日本の腎臓学の進歩に最も貢献した研究者とし

て 基礎では馬杉復三 臨床では佐々廉平の両名があげら

れる。第二次世界大戦中( ～ 年)欧米では腎臓学

の進歩は中断されることなく続いたが 日本では当然のこ

ととは言え停止 戦後日本の腎臓学が本格的に軌道に乗り

始めたのは 年以降と言える。その先鞭をつけたのは

臨床腎臓学の大島研三と木下康民の両名である。

馬杉復三と佐々廉平

馬杉復三( ～ )はドイツ留学( 大学)中

に学んだアレルギー学を基礎に 帰国後免疫機序による実

験的腎炎の作製に没頭し 後世馬杉腎炎(

)の名前で呼ばれる独創的な腎炎モデルを完成した。

年(昭和 年)にドイツの病理学会誌に発表したので

いち早く世界に認知されることになった 。 の

腎炎モデルの作製( 年)に遡ることおよそ 年の快挙

であり 免疫機序による腎炎モデルのプロトタイプとして

今日に至るまで不動の地位を保っている。 年は奇し

くも が高血圧モデルを作った年である。馬杉は

腎炎その他の研究」の名著を残して 歳の若さで亡く

なったが 馬杉腎炎の研究は同門の岡林 篤 藤本輝

夫 重松秀一 その他多くの研究者によって継承された。

佐々廉平( ～ )は が内科的腎臓

病を腎炎 ネフローゼ 腎硬化症に分類した 年に欧

州留学( 大学 大学)から帰国し 年

(大正 年)に 腎臓疾患之病理及療法」の著書で広く日本

にドイツ学派の腎臓病学を紹介した 。 年(昭和

年)には 腎臓病と糖尿病の新治療法」という本を書き

その序文に“腎臓病と糖尿病は文明病である。病人の年

齢 体質 習慣などを考慮に入れて その人に最も適した

治療方針を立てることが大切である”と記し 今日の生活

習慣病対策の必要性を看破していた。 年(昭和 年)

には の第 回総会会長を務め その終生を腎臓病の

臨床に捧げ 歳の長寿を全うした。

大島研三と木下康民

大島研三は ( 年) ( 年)

らによって確立されたクリアランス法の臨床的測定法の研

究に戦中から取り組み 年(昭和 年)に金子好宏と

共著でその詳細を発表した 。木下康民らは

( 年)が開発した経皮的腎生検法を 年(昭和

年)日本で初めて実施した 。腎クリアランス法と腎生

検法は今日でも腎疾患の診断と病態追求に欠くことのでき

ない検査法であり これらを日本の臨床腎臓学に最初に導

入した二人の功績は大きい。大島らは高血圧の病態解明の

手段としてクリアランス法を導入し 木下らの報告例 例

のうち 例の臨床診断は悪性高血圧である。大島と木下を

このような検査法導入に駆り立てた背後には 当時 コン

トロール不能ですべて不幸な転帰をとっていた重症(悪性)

高血圧の病態を腎臓学の立場から解決しようとの共通点が

あったように思われる。

の誕生

年に日本腎臓学会はすでによく知られているよう杏林大学学長
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に 大島研三 吉利 和 浅野誠一 上田 泰の 人の腎

臓内科医が発起人となって設立された。糖尿病学会 肝臓

病学会 リウマチ学会など臓器ないし疾患単位の学会が

次々と設立されたのと同じ時期である。 の創立はそ

れまで学会単位で分散していた基礎と臨床の腎臓研究者が

一堂に会し情報を交換して議論し合う場を提供し 国内の

腎臓学発展にとって大きな刺激となった。

年から 年国際腎臓学会議の

開催まで(第 期)

戦後の復興が進み 腎臓学の研究と臨床をサポートする

諸環境が徐々に整備された 年代は 欧米の留学から

帰国した若手研究者を中心に腎臓学の研究が活発に行われ

た時代である。 ～ 年代には基礎的・臨床的研究が

いっそう充実した。臨床では降圧利尿薬 ステロイド薬を

はじめとする種々の薬物治療が展開され 慢性腎不全の治

療に透析療法が広く普及した。

腎臓学研究の進歩

)基礎腎臓学

腎生理と水・電解質代謝の研究が目覚ましい進歩を遂げ

た。腎生理学はマイクロパンクチャー法やストップフロー

法などを用いて酒井文徳 星 猛ら の生理学者に

よって進められ 水・電解質代謝の研究は最初にナトリウ

ム カリウム 水 次いでカルシウム リンの代謝へと吉

利 和 加藤瑛一 らの臨床腎臓学者によって進められ

た。当時の研究者たちは炎光光度計 浸透圧計などの測定

器具が輸入されて初めて研究が可能になったことを回顧し

ている。病理の領域では 染色 電顕 蛍光抗

体法が導入されて組織診断の精度が上がった。また 培養

細胞による観察で糸球体メサンギウム細胞 内皮細胞 上

皮細胞の機能の解明へと研究が進められた。実験腎炎の分

野では 馬杉腎炎に続いて柴田整一らのネフリトジェノサ

イド腎炎 清水不二雄らの -- 腎症 などわが

国独自のモデルが作られた。

)臨床腎臓学

血液透析は稲生政綱らにより 年 腹膜透析は上田

泰 三村信英らにより 年に開始された。その後 日

本における血液透析の普及には目を見張るものがある。そ

れに伴って尿毒症性物質など慢性腎不全の病態生理の研

究 下条文武ら( 年)による透析アミロイドーシスの

アミロイド蛋白の同定 など透析合併症の研究が活発に

行われた。人工透析研究会により始められた透析患者の年

次調査が積み重ねられて貴重なデータとなった。

腎機能検査も阿部 裕らをはじめとする臨床腎臓学者に

よってクリアランス法は特殊検査からルーチンの検査とな

り そのほかの画像診断を含む機能検査が次々と導入され

た。腎生検も生検針の改良とエコーガイド下で行われるよ

うになり 安全に実施されるようになった。わが国におけ

る 腎症(酒井 紀ら 年) 関連腎炎

(長澤俊彦ら 年) リポプロテイン腎症(斉藤喬

雄 坂口 弘ら 年)の報告なども腎生検普及に負

うところが大きい。

小児腎臓病学の領域では北川照夫 村上睦美らにより拡

められた学校検尿が 年(昭和 年)から法制化されて

全国規模で実施されるようになり 近々 歳代を迎える

団塊世代が ～ 歳頃の新規透析導入数の減少に貢献し

たと評価されている。

一方 腎疾患に対する薬物療法が進歩し かつ普及した

のもこの第 期である。作用機序の異なる種々の降圧剤と

利尿剤が用いられるようになり いわゆる悪性高血圧はほ

とんどみられなくなった。成人検診とアロプリノールの普

及で通風腎による透析導入は激減した。抗生剤の普及とス

テロイド治療の普及はネフローゼ症候群の予後を大きく変

えた。上田 泰を代表とする成人ネフローゼ症候群治療研

究会( 年)によるネフローゼ症候群の診断基準の設定

と成人の一次性ネフローゼ症候群のステロイド治療成績は

その後の成人のネフローゼ症候群に対するステロイド治療

の指針となった 。田熊ら( 年)の糖尿病性腎症の大

量蛋白尿は 阻害薬で減少するとの報告 は今日の

と の腎保護薬としての地位を確立するきっか

けとなった。今日 リコンビナントエリスロポエチンは腎

性貧血の救世主となっているが その背景には基礎医学者

の宮家大輔( 年)が大量の再生不良性貧血患者の尿を

船でアメリカに輸送してエポの構造決定に寄与したという

逸話がある 。また 活性型ビタミン は 年代に

須田立雄 福島正夫らによりわが国独自に開発され 透

析の骨障害をはじめとする腎性骨異栄養症の治療に貢献し

た 。

腎臓学研究の基盤整備

)腎臓学に関連する諸学会の設立

年に設立された は 年に東部・西部部会を

発足させた。 年に小児腎臓病学会 年には人工

透析研究会が設立された。後者はその後透析療法学会

( 年) さらに透析医学会( 年)と発展的に名称を

変更した。高血圧学会 移植学会 人工臓器学会などの関



連諸学会も次々と発足した。

)国による腎臓病調査研究組織の発足

年に国(厚生省)により各種難病の調査研究班が設

置された。腎臓病領域ではネフローゼ症候群と慢性腎炎の

疾患の調査研究班が作られた。慢性腎炎の研究班はネフ

ローゼ症候群の研究班にすぐ吸収されたが ネフローゼ症

候群研究班はその後糸球体障害 さらに進行性腎障害研究

班と名称を変えて今日まで継続され 日本の腎臓病の疫学

調査・臨床的研究に大きな成果をあげてきた。

)腎臓学研究と腎臓病専門施設の開設

年新潟大学に初めて国による腎研究施設が作られ

た。 年には東京女子医科大学に腎センターが開設さ

れたことを皮切りに 全国の諸大学や大病院に次々と腎臓

内科や透析センターが開設された。

第 回国際腎臓学会議の開催

年 月 東京で大島研三を会長として第 回国際

腎臓学会議が開催された。各国から多くの腎臓研究者が集

まり 学会は成功裏に終了し 日本の腎臓学のエネルギー

を示す絶好の機会となった。

年から 年の第 回 の

開催まで(第 期)

基礎・臨床腎臓学ともに国際的に大きく飛躍しつつある

時代となり 日本でも数多くの国際学会 国際研究会が開

催されるようになった。

基礎腎臓学

分子生物学や遺伝子工学の手法が腎臓学の研究に導入さ

れて 佐々木 成らの尿細管水チャネルのクローニン

グ 清水不二雄らの糸球体上皮細胞スリット膜関連分子

の同定 などに代表される遺伝子改変動物を用いた研究

腎疾患における遺伝子・蛋白質解析が基礎腎臓学研究の主

流となってきた。これらの基礎研究から得られる情報を基

に宮田敏男らのメグシン蛋白阻害薬など新たな腎疾患に対

する創薬の研究も始められた 。さらに最近では 遺伝子

治療のみならず腎臓再生を視野に入れた研究も開始されて

いる。

臨床腎臓学

わが国に 関連腎炎を主とする急速進行性腎炎が

多いこと 膜性腎症などステロイド治療に抵抗するネフ

ローゼ(いわゆる難治性ネフローゼ)症候群が多いことなど

が厚生労働省の進行性腎障害研究班により疫学的に明らか

にされ その治療のガイドラインが作成された。また 透

析医学会の維持透析症例の年次調査成績や伊関邦敏らの沖

縄スタディに代表される慢性腎臓病の実態調査が全国各地

から発表されるようになった 。日本は 年代に世

界に誇る透析医療を確立し その成績は透析医学会から世

界に報告された。しかし その一方で近年 特に糖尿病と

腎硬化症を原因とする高齢者の透析者数が増加し 移植医

療の伸び悩みとも関連して医療経済的に社会問題となって

きた。慢性腎臓病による透析者の増加は米国をはじめとす

る世界的な傾向であり このため米国腎臓財団は

(慢性腎臓病)という腎臓専門医のみならず広く医療関係者

に理解されやすい概念を提唱して その撲滅運動を開始し

た。これを受けて日本でも 対策が を中心にこ

こ ～ 年活発に行われるようになった。

の活動

第Ⅲ期の の主な活動として )腎臓専門医認定

制度の確立( 年) )法人格の取得( 年) それ

に伴う腎疾患の生活指導・食事療法のガイドラインの発刊

など種々の社会的事業の開始 )英文誌

(通称 )の刊行( 年)

) 対策小委員会の発足( 年) などがあげられ

る。

おわりに

わが国の今日までの腎臓学の歩みを世界の歩みと対比し

ながら俯瞰することは 日本における今後の腎臓学研究の

独創性と方向性を見極めるうえできわめて重要と思われ

る。(本論文中の敬称は省略した。)
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